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浅
田

實
先
生
の
経
歴
と
業
績

経
歴

一
九
三
三
年

一
月

一
九
五
五
年

一
九

五
七
年

一
九
七
六
年
九
月

一
九
八
二
年
四
月

一
九
八
五
年
四
月

一
九
八
七
年
四
月

京
都
府
京
都
市
生
ま
れ

東
北
大
学
文
学
部
西
洋
史
学
科
卒
業

東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
西
洋
史
学
専
攻
修
士
課
程
修
了

高
等
学
校
教
諭

(愛
知
県
立
木
曽
川
高
等
学
校
、
京
都
市
立
伏
見
高
等
学
校
、
京
都
教
育
大
学
付

属
高
等
学
校
)

立
命
館
大
学
講
師
、
京
都
教
育
大
学
講
師

富
山
大
学
教
育
学
部
助
教
授

同
教
授

創
価
女
子
短
期
大
学
教
授

創
価
大
学
文
学
部
教
授

以
後
、
人
文
学
科

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

・
比
較
文
化
研
究
所
長

・
ア
フ
リ
カ
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長

等
歴
任
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一
九
九
五
年

二
〇
〇
三
年
四
月

二
〇
〇
五
年
三
月

文
学
博
士

(大
阪
大
学
よ
り
授
与
)

同
特
任
教
授

同
退
任

業
績著

書
『商
業
革
命
と
東
イ
ン
ド
貿
易
』
法
律
文
化
社
、

一
九
八
四
年
。

『外
国
史

(西
洋
史
)
』
創
価
大
学
出
版
会
、

一
九
八
八
年
。

『東
イ

ン
ド
会
社
ー
巨
大
商
業
資
本

の
盛
衰
ー
』
講
談
社
現
代
新
書
、

一
九
八
九
年

(韓
国
語
版
、
二
〇
〇
四
年
)
。

『大
英
帝
国
と
帝
国
意
識
』

(共
著
)

ミ
ネ

ル
ヴ

ァ
書
房
、

一
九
九
八
年
。

『イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
と
イ
ン
ド
成
金
』

ミ
ネ

ル
ヴ
ァ
圭
旦
房
、

二
〇
〇

一
年
。

主
要
訳
書

H

・
バ
タ
ー

フ
ィ
ー
ル
ド

『ウ
イ
ッ
グ
史
観
批
判
-
現
代
歴
史
学

の
反
省
-
』

(共
訳
)
未
来
社
、

一
九
六
七
年
。

F

・
J

・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー

『
一
六

・
一
七
世
紀

の
英
国
経
済
』

(社
会
科
学
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
五
二
)
未
来
社
、

一
九
七

一
年
。

E

・
W

・
ア
イ
ヴ

ス
編

『シ
ン
ポ
ジ
オ

ン

英
国
革
命

一
六
〇
〇
1

一
六
六
〇
』

(共
訳
)
ミ
ネ

ル
ヴ

ァ
書
房
、

一
九
七

四
年
。

主
要
学
術
論
文

「オ
ー
ル
ダ

マ
ン

・
コ
ケ
イ
ン
計
画
と
そ
の
背
景
」
、

『世
界
史
研
究
』
第

一
七
号
、

一
九
五
八
年
。

「
エ
リ
ザ
ベ
ス
朝
英
国

の
砂
糖
」
、

『風
俗
』
第
五
巻
第
三
号
、

一
九
六
五
年
。
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「
ア
ル
マ
ダ
戦
争
と
英
国
政
府

の
態
度
」
、

『史
林
』
第
五
〇
巻
第
三
号
、

一
九
六
七
年
。

「英
国
商
業
革
命

へ
の
道
」
、

『西
洋
史
学
』
第
七
八
号
、

一
九
六
八
年
。

「
ル
イ

ス

・
ロ
バ
ー

ツ
と
航
海
条
例
」
、

『史
林
』
第
五
四
巻
第

四
号
、

一
九
七

一
年
。

「ピ

ュ
ー
リ
タ

ン
革
命
下
共
和
政
権
と
第

一
次
英
蘭
戦
争
」
、
『立
命
館
文
学
』
第
三
二
四
号
、

一
九
七
二
年
。

「
S

・
ピ

ー
プ
ス
と

『日
記
』
史
料
-

王
政
復
古
期
研
究

の
た
め
の
覚
書
き
ー
」
、

『イ
ギ
リ
ス
史
研
究
』
第

二
二
号
、

一

九
七
五
年
。

「第
二
次
英
蘭
戦
争
と
西

ア
フ
リ
カ
貿
易
」
、

『西
洋
史
学
』
第

一
〇
二
号
、

一
九
七
六
年
。

「商
業
史
か
ら
み
た
イ

ン
ド
航
路

の
発
見
」
、

『富
山
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第

二
六
号
、

一
九
七
八
年
。

「
キ
ャ
ラ
バ
ン
香
料
路
と
東
イ
ン
ド
会
社
」
、

『西
洋
史
学
』
第

一
〇
九
号
、

一
九
七
八
年
。

「黎
明
期
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社

の
ス
ラ
ト
貿
易
」
、
『富
山
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
二
七
号
、

一
九
七
九
年
。

コ

七
世
紀
両
東
イ

ン
ド
会
社

の
香
料

・
胡
椒
争
奪
貿
易
」
、

『富
山
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第

二
入
号
、

一
九
八
〇
年
。

「東
イ
ン
ド
会
社

の
木
綿
輸
入
貿
易
」
、

『富
山
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第

二
九
号
、

一
九
八

一
年
。

「大
西
洋
世
界
と

ア
メ
リ
カ
独
立
革
命
」
、

『月
刊

・
歴
史
教
育
』
第
三
巻

一
〇
号
、

一
九
八

一
年
。

「商
業
革
命
と
は
何
か
」
、
『富
山
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
三

一
号
、

一
九
入
三
年
。

「
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
テ
ィ
ー

へ
の
道
-
蘭
英
両
東
イ
ン
ド
会
社

の
コ
ー
ヒ
ー

・
茶
貿
易

の
分
析
か
ら
ー
」
、
『創
価
女
子
短
期

大
学
紀
要
』
創
刊
号
、

一
九
八
五
年
。

。、日
げ
。
国
昌
魑
溢
げ
O
o
日
目
震
9
巴

切
①
<
o
冨
ま

昌
き

q
窪
Φ
O
o
旨
ヨ
8

。①
目
Φ
暮

亀

>
5
匹
o
-O
巨
昌
窃
Φ
O
o
目
目
霞
8
..、
『創
価

経
済
論
集
』
第

一
五
巻

二
号
、

一
九
八
六
年
。

コ

六

二
〇
年
代
英
国

の
経
済
不
況
と
平
戸
商
館

の
閉
鎖
」
、

『創
価
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
第
二
号
、

一
九
八
六
年
。
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コ

七
世
紀

マ
カ
オ

の
商
業
的
存
立
と
そ
の
背
景
」
、

『創
価
経
済
論
集
』
第

一
七
巻

三
号
、

一
九
八
七
年
。

「イ
ギ
リ
ス
東
イ

ン
ド
会
社

の
オ
ル
ム
ズ

の
占
領
」
、
『話
題
源
ー
歴
史
』
東
京
法
令
出
版
、

一
九
八
入
年
。

「英
蘭
戦
争
期

の
コ
ロ
マ
ン
デ
ル
海
岸
」
、

『創
価
大
学
人
文
論
集
』
創
刊
号
、

一
九
八
九
年
。

「
ア
ジ

ア
の
海
の
英
人
自
由
貿
易
商
人
」
、

『創
価
経
済
論
集
』
第

一
入
巻
四
号
、

一
九
八
九
年
。

「奴
隷
と
香
料
ー
ポ

ル
ト
ガ
ル
人

の
貿
易
活
動
1
」
、

『朝
日
百
科

世
界

の
歴
史
六
七
』
朝
日
新
聞
社
、

一
九
九
〇
年
。

=

七
世
紀

ア
ル
メ

ニ
ア
商
人
の
活
躍
-
貿
易
デ
ィ
ア
ス
ポ

ラ
と
し
て
の
ー
」
、
『創
価
大
学
人
文
論
集
』
第

二
号
、

一
九

九
〇
年
。

「
『三
藩

の
乱
』
と
東
イ

ン
ド
会
社
」
、

『創
価
大
学
創
立

二
〇
周
年
記
念
論
文
集
』
、

一
九
九
〇
年
。

「
A

・
ト
イ
ン
ビ
ー
と

『国
際
連
合
』

の
形
成
」
、

『創
価
大
学
人
文
論
集
別
冊

・
フ
ォ
ー
ラ
ム
人
文
』
第

二
号
、

一
九
九

一
年
。

「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
変
化
と
茶
文
化

の
定
着
」
、

『世
界
史

の
し
お
り
』
第
五
四
号
、
帝
国
書
院
、

一
九
九

一
年
。

=

資
料
が
語
る

『ネ
イ
ボ

ッ
ブ
た
ち
』
」
、

『創
価
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
第

一
一
号
、

一
九
九

一
年
。

「
S

・
フ
ッ
ト

の

『喜
劇
』
と
ネ
イ
ボ

ッ
ブ
た
ち
」
、

『創
価
大
学
人
文
論
集
』
第

四
号
、

一
九
九

二
年
。

「征
服

の
功
罪
と

ア
ジ

ア
間
の
変
遷
」
、

『創
大

ア
ジ

ア
研
究
』
第

=
二
号
、

一
九
九
二
年
。

「
ベ
ン
ガ
ル
革
命
と
英
人
自
由
商
人
」
、

『創
価
大
学
人
文
論
集
』
第
五
号
、

一
九
九
三
年
。

「イ

ン
ド
帝
国
形
成
期
イ
ギ
リ
ス
人
の
イ
ン
ド
観
」
、

『創
大

ア
ジ

ア
研
究
』
第

一
四
号
、

一
九
九
三
年
。

「
ア
ダ
ム

・
ス
ミ
ス
と
東
イ
ン
ド
会
社
」
、

『創
価
経
済
論
集
』
第
二
二
巻
四
号
、

一
九
九
三
年
。

「
ナ
イ
ジ

ェ
リ
ア
植
民
地
化

の
歴
史
」
、

『創
価
大
学
人
文
論
集
別
冊

・
フ
ォ
ー
ラ
ム
人
文
』
第
五
号
、

一
九
九
三
年
。

コ

八
世
紀
後
半

の
国
際
情
勢
と
東
イ

ン
ド
会
社

の
状
況
」
、

『西
洋
史
学
』
第

一
七
二
号
、

一
九
九
四
年
。
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「
ネ
イ
ボ

ッ
ブ
の
弁
明
」
、

『創
価
大
学
人
文
論
集
』
第
六
号
、

一
九
九
四
年
。

「
イ
ン
ド
人
と

"ネ
イ
ボ

ッ
ブ
"

の
生
活
交
流
」
、

『創
大

ア
ジ
ア
研
究
』
第

一
五
号
、

一
九
九
四
年
。

「
"
ア
パ
ル
ト

ヘ
イ
ト
"

の
淵
源
-
南

ア
フ
リ
カ

の
歴
史
に
見

る
ー

」
、

『創
価
大
学

ア
フ
リ
カ
研
究

セ
ン
タ
ー
年
報
』
創

刊
号
、

一
九
九
四
年
。

「
一
入
世
紀
末
イ
ギ
リ
ス
の
木
綿
需
要
ー

イ
ン
ド
輸
入
品
と

ラ
ン
カ
シ
ャ
ー
製
品
1
」
、

『創
価
大
学
人
文
論
集
』
第
七
号
、

一
九
九
五
年
。

「南

ア
フ
リ
カ
戦
争
と
黒
人

の
地
位
」
、

『創
価
大
学
創
立

二
五
周
年
記
念
論
文
集
』
、

一
九
九
五
年
。

「新
し
い
歴
史
時
代
を
求
め
て
」
、
『創
価
大
学
比
較
文
化
研
究
』
第

一
四
巻
、

一
九
九
七
年
。

「
ガ
ー
ナ
と
南

ア
フ
リ
カ
」
、

『創
価
大
学
比
較
文
化
研
究
』
第

一
五
巻
、

一
九
九
八
年
。

「
G

・
マ
カ
ー
ト

ニ
ー
と
ケ
ー
プ
植
民
地
」
、

『創
価
大
学
比
較
文
化
研
究
』
第

一
六
巻
、

一
九
九
九
年
。

「
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
時
代

の
ケ
ー
プ
植
民
地
世
界
」
、
『創
価
大
学
人
文
論
集
』
第

一
二
号
、
二
〇
〇
〇
年
。

「
世
紀
転
換
期
南

ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
黒
人
政
治
運
動
」

(共
著
)
、

『創
価
大
学
比
較
文
化
研
究
』
第

一
七
巻
、
二
〇
〇

〇
年
。

「東
イ
ン
ド
会
社
と
五

つ
の
諸
法
令

に
み
え
る
帝
国
」
、
『創
価
大
学
人
文
論
集
』
第

一
四
号
、
二
〇
〇
二
年
。

「
『A

・
J

・
ト
イ
ン
ビ
ー
の
人
生
』
か
ら
学
ぶ

(そ
の

一
)
」
、

『創
価
大
学
人
文
論
集
』
第

一
五
号
、
二
〇
〇
三
年
。

「
『A

・
J

・
ト
イ
ン
ビ
ー
の
人
生
』
か
ら
学
ぶ

(そ
の
二
)
」
、

『創
価
大
学
人
文
論
集
』
第

一
六
号
、
二
〇
〇
四
年
。

「
『
A

・
J

・
ト
イ

ン
ビ
ー
の
人
生
』
か
ら
学
ぶ

(そ
の
三
)
」
、

『創
価
大
学
人
文
論
集
』
第

一
七
号
、
二
〇
〇
五
年
。


